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Ａ．研究目的 

ヒト、動物、および環境の健全性ならびに

健全な生活環境を次世代に繋ぐワンヘルスの

概念に基づいて、北海道大学では One Health

リサーチセンターを中心として、感染症・非

感染症の病態解析、予防・治療法の開発に資

する基礎・応用研究、保全医学研究、汎動物

学研究、高度診断検査の提供による特定が困

難な症例の病因究明、および、疾病関連情報

と生物試料のデータベース・バンク化を推進

する。また北海道大学獣医学院および国際感

染症学院と連携して、ワンヘルスの推進につ

いて中心的な役割を果たす、次世代の人材を

育成する。 

 

Ｂ．研究方法 

国内外での、ヒト、伴侶動物、野生動物、

生産動物、節足動物、あるいは環境における

病原疫学調査がもたらす疾病発生のリスクを

明らかにする。また、高度な特殊診断検査の

実施、野生動物や稀少動物の不審死など病因

の特定が難しい症例の原因究明目指す。さら

に、生体試料・疾病関連情報のデータベー

ス・試料バンクを構築し、新規シーズの開拓

およびイノベーションの創出につなげる。 

 

（倫理面への配慮） 

人の検体を用いた研究においては、北海道大

学もしくは共同研究施設の倫理審査委員会に

おいて審査・承認を受けている。また動物検

体バイオバンクの利用に際しては北海道大学

動物医療センターの倫理審査委員会で研究計

画を審査している。 

 

Ｃ．研究結果 

1) ヒト検体のウイルス分離を含む網羅的ウ

イルス検出検査（約 10検体）を実施した

培養細胞を用いたウイルス分離及び次世
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代シークエンサーの解析を併用して検体

からのウイルス検出を試みたが、持続感

染をしていると考えられるヘルペスウイ

ルス由来の配列がわずかに検出されるの

みであり、病因と考えられるウイルスは

検出できなかった。 

2) 高病原性トリインフルエンザ疑いで検査

を実施したが、インフルエンザウイルス

陰性であった死亡野鳥の死亡原因検索を

行い、レオウイルスを検出した（図 1）。 

3) 本邦で提供されている既存検査サービス

の調査から、ヒトを含む様々な動物種に

対して、臨床症状等に応じた疑い病原体

を同時検出可能なパネル検査が一般的な

検査サービスとして提供されていなかっ

た。そこで、同一試薬、同一機器で複数

の細菌、ウイルス、真菌を同時に検出可

能な病原体特異的核酸検出パネル検査の

開発を進めている。 

4) 細菌感染症疑い症例（通常細菌培養陰

性）の網羅的細菌解析を実施し（ヒト検

体約 20例）、一部検体では培養及びバイ

オタイパーを用いた菌種同定を実施し

た。一例として、治療反応性が乏しく細

菌培養陰性の小腸潰瘍・下痢症患者検体

の網羅的細菌解析を実施し、腸内細菌叢

の大部分が Stenotrophomonas 

maltophiliaであることを明らかにした

（図２）。なお、本細菌種は多くの抗生剤

に自然耐性を有することが知られてお

り、原因細菌として臨床経過と矛盾ない

細菌であった。 

5) 野生動物および環境から分離される薬剤

耐性菌株(計 41)の全ゲノム解析を実施

し、同地域の人由来株(計 57株)との比較

を行い、人流行株の自然界への拡散を示

唆する結果が得られた。 

 

Ｄ．考察 

2023年度は主にウイルス・細菌感染症の網

羅的検査を実施するとともに、検査系の拡充

のための開発、及び薬剤耐性菌のゲノム解析

等を実施した。網羅的ウイルス検出検査では

持続感染をしていると考えられるヘルペスウ

イルス由来の配列が検出されたことから、病

原体を検出する検査系として機能することが

確かめられた。一方で、病因と考えられるウ

イルスが検出されなかった点については、症

例が実際はウイルス感染症では無かった可能

性に加えて、検体採取時期による可能性（ウ

イルスが検体中に多く存在する時期の検体で

はなかった）、用いている培養細胞が病因ウ

イルスに感受性のない細胞であった可能性等

も考えられるため、得られた知見は今後の検

体採取時期や検査系の改良に活用予定であ

る。また、通常細菌培養陰性であるが、細菌

感染症が疑われる事例については、一部症例

において、16srDNAを対象とした網羅的細菌

解析で病因細菌の同定が可能であり、治療方

針の決定、治療法の評価、臨床経過との突合

等において、臨床医に有用な情報を提供する

ことが出来た。さらに、薬剤耐性細菌に関す

る研究では、人由来薬剤耐性細菌の野生動物

や環境への拡散が見られ、今後の継続したモ

ニタリングの必要性を明らかにした。 

 

Ｅ．結論 

 本研究を通じて、通常の検査サービスでは

病因の特定が困難な症例が多くあり、本研究

で実施した検査（網羅的ウイルス検出や網羅

的細菌解析等）への需要が高いことが判明し

た。特に、通常細菌培養陰性の細菌感染症疑

い症例については、網羅的細菌解析が非常に

有用であり、現在これらの検査を臨床検査と

して提供するため、衛生検査所の登録を進め

ている。また、現在本邦では高病原性トリイ

ンフルエンザが疑われる死亡野鳥の症例に対

し、迅速な検査（高病原性トリインフルエン

ザウイルスの検出）が行われているが、その

他の感染症等に関する検索はほとんど行われ

ていない。一方で今回検出されたレオウイル

スやその他感染症で死亡する野鳥も相当数存

在する可能性が考えられるため、インフルエ

ンザウイルスが検出されない場合、レオウイ

ルスを含む感染症の検索を行い、本邦の死亡

野鳥の死因を究明することも重要である。 

本研究で得られた、成果、知見を十分に活

用し、現在の活動を継続、発展させて、法獣

医学への検査提供やバイオバンクの拡大、研

究・臨床展開を進め、大学ならではのワンヘ

ルスへの貢献を目指している。 
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Ｆ．健康危機情報 

該当なし 
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２．学会発表 

・ 伴侶動物由来の薬剤耐性菌について, 佐

藤 豊孝, 第 35 回日本臨床微生物学会総

会・学術集会  2024年 2月 10日 

・ DNA 修 復 機 構 欠 損 変 異 株 を 用 い た 

Klebsiella pneumoniae の薬剤耐性およ

び病原性進化予測, 佐藤 豊孝, 上村 幸

二朗, 小笠原 徳子, 山本 聡, 齋藤 充, 

黒沼 幸治, 堀内 基広, 髙橋 聡, 千葉 

弘文, 横田 伸一, 第 52回 薬剤耐性菌研

究会  2023年 11月 17日   

・ 病原性細菌の加速度進化モデルを用いた

未来予測, 佐藤 豊孝, 上村 幸二朗, 小

笠原 徳子, 山本 聡, 齋藤 充史, 黒沼 

幸治, 堀内 基広, 髙橋 聡, 千葉 弘文, 

横田 伸一, 第 88 回 日本細菌学会北海

道支部学術総会  2023年 8月 26日   

・ 伴侶動物由来フルオロキノロン耐性大腸

菌の特徴とヒトとの伝播の可能性の評価, 

佐藤 豊孝, 上村幸二郎, 髙橋 聡, 横田 

伸一, 第 97回日本感染症学会総会・学術

講演会 第 71 回日本化学療法学会学術集

会 合同学会  2023年 4月 30日   

 

３．講演会 

 One Health Approach に基づく人と伴侶

動物由来薬剤耐性菌の解析とその対策, 

佐藤 豊孝, 第 10 回 One World One 

Health 研究会  2023年 6月 30日 

 薬剤耐性菌の 国際的なトレンドを把握

する, 佐藤 豊孝, 札幌医科大学附属病

院 感染症医療教育・支援センター 主催 

WEBセミナー  2023年 5月 25日 

 国内人気犬種におけるエピジェネティッ

ククロック樹立の試み, 山崎淳平, 遺伝

研研究会「コンパニオンアニマルのゲノ

ム医療」2024 年 1 月 14日 

 エゾウイルスの発見の経緯, 松野啓太, 

第 97 回日本感染症学会総会・学術講演

会 第 71 回日本化学療法学会学術集会 

合同学会, 2023 年 4月 28日 

 北海道大学 One Healthリサーチセンタ

ーの教育・研究に果たす役割, 松野啓

太, 第 32回感染研シンポジウム, 2023

年 5月 22日 

 Strategy for the discovery of 

emerging tick-borne viruses, Keita 

Matsuno, 1st Tick and Tick-Borne 

Diseases Symposium in Southeast 

Asia, 2023年 6月 22日 

 マダニが媒介する?新しいウイルス感染

症と新規ウイルス発見の話, 松野啓太, 

日本ウイルス学会北海道支部 第 56 回 

夏季シンポジウム, 2023年 7月 15日 

 Ticks and Tick-borne Infections 

(Re-)emergence in Asia, Keita 

Matsuno, International Symposium IRN 

SustainAsia- Growth and Environment 

in Asia, 2023年 10月 11日 

 SFTSとエゾウイルス感染症 －マダニが

媒介する新たな感染症－, 松野啓太, :

第 41回日本獣医師会獣医学術学会年次

大会, 2023年 12月 3日 

 Emerging Tick-borne Bunyavirus 

Infections, Keita Matsuno, JOINT 

INTERNATIONAL TROPICAL MEDICINE 

MEETING 2023, 2023年 12月 13日 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

該当なし 

 

２．実用新案登録 

該当なし 

 

３．その他 
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ヒト検体を臨床検査として検査するために

必要な衛生検査所登録について、北海道大学

内で意見交換を行い、合意を得た。 

 

 

 

図１：レオウイルス感染野鳥の下部消化管 

繊維素が巣状に付着する出血性壊死性繊維素

性腸炎の所見 

 

 

 
 

図２：治療反応性が乏しく細菌培養陰性の小

腸潰瘍・下痢症患者検体の網羅的細菌解析 

 

16srDNA解析で得られたリードのうち、70％

程度が Stenotrophomonas maltophilia由来

であった。




